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勉強はつらくて苦しいものですか

　「知識学習」と聞いて多くの人が
思い浮かべるのは「勉強」だと思い
ます。勉強とは知識を「覚える」こ
とだと考えている人もいるでしょう。
辞書を引くと「気の進まないこと
を，しかたなしにすること」（精選版
日本国語大辞典）ともあり，その言
葉にはどこか息苦しさを感じさせる
ニュアンスがあります。しかし，じ
つは勉強はおもしろいものなのです。
ではどうすればおもしろくなるので

しょうか。それは知識学習のあり方
と密接に関係しています。

知識は覚えるだけではもったいない

　「知識」とひとことで言っても，その
中身によって事実に関する知識，やり
方に関する知識，概念に関する知識と
に分けられます。理科など科学的概
念を扱う教科では，概念間の関係性す
なわちルール（法則的知識）を学ぶこ
とが目標とされます。例えば，小学5

年生の理科では種子植物のルールを
学びます。種子により子孫を残す植
物の仲間は花を咲かせます。「花が咲
く植物は種子をつくる」というルール
が成り立つことは，アサガオやヒマワリ，
ホウセンカ，ヘチマなど小学校理科で
扱われてきた植物を思い浮かべれば
わかることでしょう。
さて，このルールを学んだら皆さ

んはどうしますか。テストで問題が
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出されたら正確に答えられるように，
ルールを暗記したり，花が咲いて種
子をつくる植物をなるべくたくさん
記憶しようとしたりするかもしれま
せん。しかし，そのように知識を「覚
える」だけでは学ぶことのおもしろ
さは十分に実感できません。

知識を学んだら，使ってみよう

そこで，次の問いを考えてみてくだ
さい。先のルールを学んだ皆さんは，
次の問いにどう答えるでしょうか。

Q1
シロツメクサも花が咲きます。シロツ
メクサには種子ができるだろうか？

　「見聞きしたことがないからわから
ない」「小さい花だから種子はありそ
うにない」と考えた人もいるのではな
いでしょうか。しかし，シロツメクサも
花を咲かせますので（小さい花が集ま

った集合花です），先のルールを使え
ば「種子ができるはずだ」と予測でき
ます。ただし，これはあくまで「予測」
ですから実際に調べてみましょう。図
1は私が実際にシロツメクサの花を解
剖した写真です。中には豆のさやのよ
うなものがあり，確かに種子がありま
した。シロツメクサも種子をつくるの
です。
このようにして，「じゃあ校庭にある
ハコベも種子をつくるのかな」「ナズ
ナも種子をつくるだろう」など，未知
の事例に対してもルールを使えば予測
ができるのです（予測が合っているか
どうかぜひ調べてみてください）。では，
次はどうでしょうか。

Q2
チューリップも花が咲きます。チューリ
ップには種子ができるだろうか？

　「チューリップは球根をつくる。だか
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ら種子はできない」と考える人が多い
と思います。ですが，ここでひるまず
にルールを使ってみましょう。チューリ
ップも花が咲くのだから，「ルールから
すれば，もしかしたらチューリップも種
子をつくるかもしれない」と予測して
みるのです。これもあくまで予測です
から，確認してみましょう。実際にイン
ターネットなどで調べてみてください。
じつはチューリップも種子をつくるの
です（雌しべのもとに実ができ，その
中に種子があります）。
ここで，皆さんはある疑問を抱いた
のではないでしょうか。それは「チュ
ーリップも種子をつくるのに，どうして
球根を植えて育てるのだろう。球根と
種子の違いは何か？」といった疑問で
す。こうした疑問はルールを使ったか
らこそうまれるものであり，探究的な
学習に発展可能な問いなのです。ち
なみに球根と種子の違いは生殖方法
の違いによるものです。前者は無性
生殖（クローン），後者は有性生殖で
す。

知識は思考の道具である
――「逆必ずしも“偽”ならず」1

ここまで見てきたように，ルールを
学ぶことの良さは思考の道具として
「使える」という点にあります。そこで，
その道具（知識）を「どう使うか」に
ついても触れておきましょう。次の問
いについて考えてみてください。

Q3
トウモロコシの粒 は々実です（種子
がある）。では，トウモロコシは花を
咲かせるだろうか？

　「見たことがないからわからない」
と記憶に頼るのではなく，ルールを使
って考えてみましょう。ここで，先のル
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ールを逆にして「種子をつくる植物は
花を咲かせる」とすると，「（種子をつ
くる）トウモロコシも花が咲くだろう」
と予測できます。本当でしょうか。実
際に調べてみてください。トウモロコ
シも花が咲くのです（インターネットで
調べてください。雄花と雌花があり，
トウモロコシのヒゲの部分は雌しべで
す）。
ところで，この予測は先のルールを

「逆」にしたものでした。「逆必ずし
も真ならず」だからこの予測はあては
まらないのでは？と考えた人もいるで
しょう。しかし，このような知識の変形
（「知識操作」2といいます）は，新し
い仮説を生み出す思考（アブダクショ
ン3）にあたります。形式論理では「誤
り」とされるものの中に，仮説の生成
や発見にとって重要な発想があるとい
うことです。知識学習の場面では，厳
密性だけを意識していたのでは学習
者の認識は発展しません。知識を使
って新しい予測をおこない確認した結
果，予測が合っていたらその知識の信
頼度が高まりますし，予測が外れてい
たら「どうしてだろう」と疑問が生じ，
それが探究の契機になるのです。

知識を使うことで「問い」がうまれ，
学習が発展する

トウモロコシも花が咲くことがわかり
ました。しかし，トウモロコシの花の写
真を見ると花びらもなく，花らしくあり
ません。一方，多くの人が知っている
花とは，チューリップやパンジーのよう
に鮮やかな花びらのある花です。い
ずれも「花」だということを知り，「で
は花とは何なのか？」という疑問が
生じた人もいるのではないでしょうか。
この疑問も，発展的学習につながる大
事な問いです。そこで「花」について
調べてみると，花とは雄しべと雌しべ

からなる「生殖器官」のこととありま
す。花びらの有無は関係ないのです。
「じゃあ，花びらがあることのメリット
は何だろう？（ではなぜトウモロコシは
花びらがなくてもよいのだろう）」とい
う問いが出てきませんでしたか。「一
つわかると，わからなくなる」のが学習
の本質なのです4。
また，このようにルールを使ってい

く中で「では，花が咲かない植物は種
子をつくらないのか？」という問いが
うまれた人もいるのではないでしょう
か。「花が咲かない植物」は非種子
植物（コケ，シダ類）のことです。小
学校理科では「花が咲く植物が種子
をつくるのは子孫を残すため」と学
びます。「じゃあ，花が咲かない植物
はどのようにして子孫を残しているの
だろう？」という問いが出てきません
か。コケ，シダ類は胞子によって子孫
を残します（中学・高校の理科で学習
します）。このように，たった一つのル
ールでもそれを積極的に使っていけば，
「問い」がうまれ，知識どうしがつな
がり，学習が発展していくのです。

おわりに

　知識学習は記憶の問題だと考えて
いると，それが本来もっている「おもし
ろさ」に気づくことはできません。知
識を学んだら，思考の道具として積
極的に「使ってみる」ことが大切です。
そして，そこからうまれた「問い」をき
っかけに探究し，学びを深めることが
できるのです。




